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第２回府中市次世代育成支援行動計画推進協議会 議事録 
 
▽日 時 平成１９年７月１３日（金） 午後２時 
▽会 場 子ども家庭支援センター 「たっち」 
▽出席者 委員側  副田会長、岩村委員、臼井委員、小川委員、岸田委員、佐藤委員、 

杉村委員、鈴木委員、高瀬委員、内藤委員、村越委員、弓削田委員、

山崎委員、 
     事務局側 川崎子育て支援課長、椹澤保育課長、五味田保育課長補佐、 

山中健康推進課母子保健係長、奥野児童室指導係長、 
梶田子育て支援課推進係長、石下子育て支援課推進係、 
㈱生活構造研究所 

▽欠席者      平田副会長、木下委員、田中委員、山村委員 
 
子育て支援課長 
定刻になりましたので、平成１９年度第２回の次世代育成支援行動計画推進協議会を開

催させていただきます。私は本日の進行を務めさせていただきます子育て支援課長の川崎

です。よろしくお願いいたします。 
はじめに出席状況の確認をさせていただきます。平田副会長は、まだ到着されておりま

せん。ご出席は、副田会長、岩村委員、臼井委員、小川委員、佐藤委員、杉村委員、鈴木

委員、高瀬委員、内藤委員、村越委員、弓削田委員、山崎委員です。また欠席の連絡が入

っておりますのは、木下委員、田中委員、山村委員です。また岸田委員につきましては、

遅れて参るとのご連絡が入っております。 
本日の協議会は、開催の有効定数である過半数の委員さんのご出席をいただいており有

効に成立しておりますので、ご審議をよろしくお願いいたします。 
事務局についてはお手元に配布させていただいております席次表でご確認いただきたい

と思いますが、児童青少年課長につきましては、都合により欠席しています。また府中市

地域福祉計画策定にかかわるコンサルティング業者の株式会社生活構造研究所の担当者も

同席していますのでよろしくお願いいたします。 
それでは、次第の「２ 資料の確認」に入らせていただきます。前回、使用いたしまし

た事前資料１「特定事業」ならびに事前資料２「行動計画における新規及び重点事業」、こ

れについては、みなさんお手元にお持ちのことと思いますが、もしお持ちでなければ言っ

ていただければと思います。それから前回１名の方の傍聴がありましたが、傍聴の方から

ご意見をいただいておりますので、あわせて配布させていただきました。本日の資料はこ

の意見を記載したもののみとなっています。 
それでは協議を開催していただければと思います。会長、よろしくお願いいたします。 
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会長 
それでは１９年度の第２回府中市次世代育成支援行動計画推進協議会を始めます。はじ

めに傍聴人について、事務局からお願いします。 
 
議題１ 傍聴について 
 
子育て支援課長 
当協議会への傍聴ですが、７月１日付広報「ふちゅう」で募集をいたしましたところ昨

日現在で傍聴の申請はございませんでした。以上です。 
 
会長 
では議題２について、前回の続きで母子保健関係からご説明をお願いします。 

 
議題２ 府中市次世代育成支援行動計画のうち新規・重点事業の進捗状況について 
 
子育て支援課長 
前回に引き続きまして、事前資料２の重点及び新規事業の進捗状況についてご報告させ

ていただきます。なお進捗状況につきましては、前回同様、進展があった事業について、

また、行動計画には載っていませんが、子育て支援策として、進展があった事業について

ご報告させていただきます。よろしくお願いします。 
それでは、１７ページをお開きください。 
母子の健康支援の方でございますが、行動計画に掲載した事業では協議会に報告する事

業ではないのですが、就学前児童への医療費助成制度はここで拡充することになりました。

これまで就学前の児童につきましては、医療費助成制度が全額無料でしたが、ここで条例

を改正させていただきまして、小中学生まで年齢を引き上げて、医療負担を３割負担から

２割負担ということで、１割負担分は市のほうで助成するということで、１０月１日から

施行いたします。 
１９ページをお開きください。 
ひとり親家庭への支援のところでは、母子家庭への自立支援事業を周知するために、児

童扶養手当の対象家庭へ案内を送付する際に自立支援事業につきましても、案内パンフレ

ットを同封し、周知につとめてまいりました。 
２２ページをお開きください。 
障害のある子どもの家庭への支援では４２の心身障害学級として、これまで心身障害の

ある児童への学習支援を行ってきましたが、平成 18 年度から、学習障害のある児童への
対応として、第九小学校に情緒障害通級指導学級を設置いたしました。 
２５ページをお開きください。 
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小中学校における教育の充実のところでは、特に昨年、いじめが原因と思われる児童生

徒の自殺が全国で相次いだことから、府中市内の小中学校で児童生徒を対象にいじめの調

査を行い、数件の確認が必要と思われるものがありました。詳細な内容把握に取り組むよ

う、教育長から各学校長に指示がありました。また、昨年１２月１１日号の「広報ふちゅ

う」においても、「いじめゼロを目指して」として、市民へいじめへの取り組みをお知らせ

したほか、保護者につきまして、いじめられている子どもが発するサインのチェックがで

きたり、いじめる側のサインをチェックすることができたりと、そういったパンフレット

を配布いたしました。 
３３ページをお開きください。 
子どもの健全育成と活動への支援のところでは、中高生の居場所づくりとして、児童館

を利用し、ヒップホップダンス、ギター、漫画の各講座を実施いたしました。子どもの居

場所づくりでは、文部科学省と厚生労働省が共同で推進する放課後子どもプランについて

も、平成１９年度から市内３つの小学校で、パイロット的に実施すべく準備を進め、現在、

第十小学校・第二小学校・第五小学校で実施しています。来年度には全小学校２２校での

実施に向けて、準備を進めているところでございます。 
３６ページをお開きください。 
家庭や職場における子育て環境の向上のところでは、中小企業で働く従業員の育児休暇

取得時の生活資金融資制度の案内や、ファミリーサポートセンター事業、ならびにトワイ

ライトステイ事業などを紹介したパンフレットの配布を、市の経済観光課を通じて商工会

議所に依頼いたしました。 
次に、資料２に掲載されていませんが、行動計画の中の生活環境の整備の中の図書館事

業におきまして、読み聞かせボランティアの活動支援として、乳幼児の親子を対象に、図

書館以外の市の施設を活用した読み聞かせキャラバン活動を実施いたしました。 
また、市の美術館では地域支援、専任保育士と協力いたしまして、子育て中の親子に美

術鑑賞とリフレッシュの機会を提供し、美術館での試行的な子育てひろばを開催いたしま

した。美術館では、この事業を契機に、美術館内に授乳スペースを設ける準備を進めてい

るということを聞いております。 
 
会長 
ありがとうございました。それでは１７ページ母子の健康支援のところから教育のとこ

ろ、いまの生活環境の整備のところで、何かご質問やこの点はどうだろうというご意見が

ありましたらお願いいたします。どこからでもかまいません。 
 
委員 
３４ページの子どもの健全育成と活動への支援、「６５地域子どもひろば事業」について、

４月から始まった事業だと思いますが、私もこんな感じとは聞いているのですが、具体的
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な内容と学童との違い、それと３か月すでに経ったので利用状況がどういうふうになった

のかお聞かせいただければと思います。 
 
子育て支援課長 
先ほども申しましたとおり、担当課長が本日欠席していますので、後日ご回答させてい

ただきます。 
 
会長 
後でまたお答えください。関連の質問でもかまいません。後でまとめてお答えいただく

こともできます。今日は、学校の先生が後ほどお見えになるということですが、何かござ

いますか。 
 
委員 
この資料に掲載がないというのを確認したいのですが、今、インターネット関係の子ど

もたちの被害というか、携帯にしてもパソコンにしても、情報教育というのは入っていな

いのですか。 
 
会長 
中には特別、入っていないようですね。 
 
委員 
いろいろな会議に出ていて、やはりいま中学生に情報教育が必要ではないかという声も

ありますので、どこかに組み入れていただけたらいいのかなということを感じています。 
 
会長 
今現在は小学生、中学生を対象として学校側で個別におやりになっているのでしょうか。 
 
委員 
学校では、とくにやっていないと思うのですが、PTAなんかでは、子どもの携帯にフィ
ルタリングをかけたほうがよいとか、家庭で携帯の使いかたのルールを作りましょうとか、

そういう啓発はしているのですが、学校教育の中では何もしていないと思います。その辺

先生がいらっしゃらないので確認はできないのですが。 
 
会長 
すごい大事なことですよね。 
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委員 
いま怖い状況にあるので、本当に出会い系サイトを通してとかで会ってしまったりとか、

プロフ（※１）、ブログ（※２）にいたずらで悪口を書き込んだりだとか、その中でいじめ

だとか。 
※１ プロフ 

「プロフィール」のこと。主に携帯電話から運営サイトにアクセスし、名前や学校名、趣味などを書き込

んだ自己紹介のページのこと。 

※２ ブログ 

個人やグループで運営され、日々更新される日記的な Web サイト。サイトを指す言葉の「Web」と記録

を指す「Log」をあわせた「weblog」(ウェブログ)という言葉を略し「blog」(ブログ)と呼ばれる。 

 
会長 
携帯で「死ね」だとか送ることも聞きます。 

 
委員 
そうですね。携帯のメールの返事が返ってこないと、もう友達じゃないとか、そういう

感覚で、ちょっとおかしいぞというのがありますので、情報教育というか、これからネッ

ト社会になっていくのも事実なので、どこかに入れたほうがいいのかなという気がします。 
 
会長 
ある親御さんに聞いた事例なんですけれど、子どもが親のパソコンを使ってアダルトの

サイトを見て、親のほうに３０万円とか５０万円の請求がきて、「はっ」と驚くという事例

もあるようですから。 
 
委員 
プロフというと自分を全部さらけ出してしまうんですよね。プロフィール書いて、自分

はどこ中学の誰で身長がいくつでどうのこうの、「こんなです」って書き込んでしまったり

とかする子もいます。 
 
会長 
自分の写真まで貼ったりして。 
 
委員 
そうなんです。それで、いろんなところで被害もあるので、その辺を入れていったほう

がいいのかなと思います。 
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会長 
文部科学省のほうでプログラムとしてパイロット的にやっているということはないので

しょうか。 
 
委員 
文科省がらみで、都教委はファミリールール講座とかいって、家庭でルールをつくりな

さいという指導はしています。また、警視庁はフィルタリングをかけなさいという指導を

しています。文科省からはないと思います。 
 
会長 
府中市のほうで何かやっていますか。 

 
子育て支援課長 
それは教育委員会の方でやっています。 

 
会長 
何か関連でご報告することはありますでしょうか。 

 
委員 
私の聞いたところでうわさの域を出ないので、はっきりしないのですが、学校のパソコ

ン室はインターネットのセキュリティが非常に甘いので、学校のパソコンを使って、クラ

スの子の悪口を２チャンネルに書き込んで、それが広がってしまったということを聞きま

した。学校のパソコンのインターネットに対する制御とかは、どの程度気を配っていらっ

しゃるのか。家庭では親に任せるしかないのですが、学校のパソコンを使って、そういう

ことをされるのは厳しいですよね。 
 
委員 
学校はセキュリティが厳しいと聞いているんですけど。 

 
委員 
子どもたちの話によると、学校の先生よりも子どもたちのほうがパソコンに詳しいとい

うことです。 
 
委員 
親よりも子どもの方が詳しいです。 
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委員 
インターネットというのは、基本的に電話回線をつながなければ使えません。私は、学

校のパソコンにインターネットをつなぐ必要がどこまであるのかというのが、正直なとこ

ろあります。パソコン室を授業で使わないとき、休み時間の話らしいので、管理の問題で

しょうか。 
 
会長 
国際教育じゃないですけど、インターネットを使って、海外の情報とか動画を見せたり

とかということで、多分、学校の先生たちはインターネットを使うことは大事ですと言わ

れるかもしれないです。管理の問題ですね。 
 
委員 
授業以外ではインターネットが使えないというのが、筋だと思います。 
 
委員 
他区では、いつでもどこでも使えるような学校があるんですよ。 
 
委員 
それはちょっと厳しいのと、プラスして、子どもたちが、ものを調べる時にインターネ

ットを最初から頼ってしまっていいのかなと思います。一方で、図書館の充実というよう

なことも、両輪で進めていく必要があると思います。 
 
会長 
そういう教育をむしろきちんとしたほうがいいと。 
 
委員 
そうです。それと、インターネットに対する制御を大人がきちんとしなければいけない

ということです。 
 
委員 
ハードの点でガードをかけるとか、いろいろ業者のほうも考えているようですけれど、

それは現実問題として非常に難しいと思うんですよ。家庭でも今はパソコンのない家庭は

ないくらいです。しかも、子どもがパソコンを持っているという家がどんどん増えていま

す。外を歩けば２４時間パソコンを使える、そこにはマンガもあって、どうぞ遊びに来て

くださいとなっています。やろうとすれば自由にできるわけです。学校でつながらなくし

ても、どうにもならないです。大事なことは日頃の親子の会話というか、小さいときから
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倫理教育というか、とくに親子の会話の断絶ということから、子どもがどんな生活をして

いるのか親がわからない。子どもが親を信頼して十分な相談をしない。そういった親子関

係がいま現実にあります。ですから、いろいろと抑えることができない、基本的には家庭

に問題を起こさないようにしていこうという努力が必要だと思います。学校に責任を問う、

そこまで何とかしてくださいということではなくて、基本的には家庭でしっかり親子関係

を築いていくことが、問題を起こさない基本だと思います。 
 
会長 
親子の会話をしっかりしていれば、そういう問題にも目が届くのではないかというご意

見です。一方では、そうは言っても、野放しにしていいのかということもあります。 
 
委員 
それは分かります。 
 
委員 
もちろん、それは大前提の問題で、ただ学校のパソコンを使ってインターネットに接続

して、そういう行為に及ぶということは、子ども達はある種、賢くなっているわけです。

要は、学校にあるパソコンは、学校で管理がしっかりできるのではないのかということで

す。例えば鍵をかければいいですし、要は、インターネットにつなげないようにすればよ

いのです。ということまで、たぶん先生たちのほうが、まだ追いついてないと思います。

でも、パソコンに対する使い方は子どもたちのほうが、慣れるのがはやいんです。 
 
会長 
家庭にパソコンがなくて、学校で使いたいという子もいるかもしれませんので、難しい

問題もあるかと思います。ネット教育ということに関して、もっといろいろ議論しながら

でも、やるべきことであるというのは確かです。ありがとうございました。ぜひ、後期行

動計画に盛り込んでいただければと思います。ほかにいかがですか。 
 
委員 
ちょっとお伺いしたいことなんですが、学びのパスポートですが、私は非常によいこと

だと思っておりまして、うちの子どももよく使わせていただくんですが、これに関して、

例えば各施設においてどれくらい子どもたちが使用しているのかという統計を市としてと

らえているのですか。 
 
会長 
学びのパスポートについて、ご説明していただいて、かつ利用状況についてご報告いた
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だけますか。 
 
子育て支援課推進係長 
学びのパスポートは府中市にある学習施設で、美術館ですとか、郷土の森などがメイン

になってくるのですが、このような施設にカードを見せれば無料で入場できるというもの

です。市立の小中学生の児童・生徒や公立以外でも市内の私立小学校、中学校の児童・生

徒にも配っています。日ごろそのような施設を利用するのは、遠足や社会科見学の一環で

すが、そのような場合は施設と学校で事前に連絡があるので、パスポート自体の利用はあ

りません。夏休みや冬休みには、お子様の作品展を美術館や郷土の森のスペースでやる際

に、親子で来て、お子さんがカードを利用するということがあります。ある時期に偏って

利用があって、平日は学校があって、夕方といっても３時４時に学校が終わってから、施

設を利用することは少なくなっています。数までは把握していませんが、長期の休みに親

子で来るときに使うということが多いです。 
 
委員 
これは美術館の活用にもつながります。美術館はいい催しをしていることがあって、実

際に子どもたちが何に興味があって、どのイベントなら参加するのかということを、ある

程度把握しておけばかなりもっと実りのあるイベントが開催できるのではないか。パスポ

ートを渡したからよいというのではなく、子どもたちの興味の元を知るということも大事

なことかなと思います。また、午後の時間帯に子どもたちが、できれば郷土の森や美術館

に足を運べるといいなと思います。長期の休みで行く事はある程度わかっている。例えば

美術館でこの前ありました「動物の絵１００点」ですが、私も行きましたけれど、平日で

も多くの子どもが来ていました。いいものをやれば、子どもの興味も広がっていきます。

受付の方に、ちょっとチェックしていただくと、興味深い統計が出てくると思います。 
 
会長 
どういう催しをすれば子どもが好んでいくのかデータをとっていただきたい、というご

提案ですね。どういうときに利用しているのかがわかると、それを反映したプログラムを

作れるということです。 
 
委員 
質問ですが、小学生、中学生で違うと思いますが、学校から帰ったあと、どんな生活を

しているのですか、たとえば塾に行く子、外に遊びに行く子、遊びに行くとしたら児童館

なのか、どこかの広場なのか。要するに生活ですね、学校から帰った後、どんな生活をし

ているのかについて、アンケートというか実態調査をしたことが、行政のほうであるのか

どうか。小学生、中学生別にあればお聞かせください。 
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会長 
子ども達の放課後の生活について実態調査をしたようなことがありますか。 
 
子育て支援課推進係長 
小学生につきましては、前回のこの行動計画をたてるにあたって、放課後や長期の休み

をどう過ごしますかというかたちでの調査はしたのですが、中学生については調査のほう

はしておりません。 
 
会長 
前回の小学生の大よその傾向をいま教えていただけますか。 
 
子育て支援課推進係長 
低学年のほうにつきましては、まだ塾などに通っているお子さんが少ないので、どちら

かというと自宅で友達を呼んで遊ぶという機会が多いということです。学年が上がると塾

や習い事が、週に２から３回あるようなので、何も無い日が子どもと一緒にいられる親と

の時間となっています。お子様によっては、ほぼ毎日、習い事、塾に通っている子もいて、

土曜日、日曜日だけが親子で過ごすことができる時間という意見もありました。 
 
委員 
実はお聞きしましたのは、３５ページの中学生・高校生の活動の支援も大事ですが、今

の子には自立心や忍耐強さといったものが足りないと思います。そういう状態で大人にな

っていって、大人になる前の段階で、高校生とか大学生ですね。いま大学生も２５３（ニ、

ゴウ、サン）と言われて、２割の学生は放っておいても自分の将来の道をきちんと見つけ

て就職していく、あるいはさらに探求して大学院に行くなど、自分の方向は自分で決める。

５割の人は背中を押してやらないとならない。残り３割の人は相当問題です。私も NPO
で学生たちがみんな就職できるように、ニートやフリーターの道を選ばないようにきちん

と社会に出て頑張れるようにカウンセリングをやっているのですけれども、いい大学の学

生でもどうしようもない人もいる。いままでどんな勉強をし、生活をしてきたのだろうか

と疑うような人がいる。小学生の卒業式に出ますと、校長先生から卒業証書をもらう時に、

振り返って「私は将来何々になります」と非常に立派に言っています。おそらく小学校で

はある程度のことを教育しているのでしょう。中学校になると、全くそういうのがなくな

ってしまいます。そんなことで、実は何を言いたいかといいますと、こういったギターと

か音楽的なことをやるのもいいのですけれど、できれば子どもたちが集まる場所に、地域

地域でいろんな経験をしてきた人たちがいるわけです。そういう人たちを呼んで、いろい

ろと話し合う場面、そういった機会をたくさん作っていくことで働くことの大切さ、生き
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ることの意義、そういった教育を少しずつでも子どもたちにしていくことが大事なんじゃ

ないのかと思います。今、小学校でも中学校でも働くことの大切さ、キャリアアップ教育

というのがほとんどなされていないと思います。する人がいないからできていないのだと

思います。する人というのは地域社会にいるはずなんです。そういう人たちに協力しても

らって、場作りを行政として進めていただきたいと。この前のときも申し上げましたけど、

例えばインターンシップですね。これについては何も高校生や大学生にやることではなく

て、やはり小学生や中学生の段階から、府中市にだっていっぱい中小企業も商店もあるわ

けですから、そういったところでわずかでも経験させてあげることができるのではないか

と思います。 
 
委員 
やっています。中学校では中学２年生のときに職場体験をやっています。１年生に限ら

れるのですが、福祉体験といって保育園とかそういうところに行ったりとか、小学生も高

学年の６年生では地域に出てボランティア活動をしたりだとか、そういう体験はしていま

す。それは文科省からの企画でもありまして回数というか日数を増やし、５日間やってい

ます。問題は受入れ側の事業者にあり、先生たちは苦労されているようです。 
 
会長 
大学生のインターンシップでも、受け入れる側はかなわんと言われているようですから、

それが小学生、中学生になるともっと大変ですね。 
 
委員 
大事な事業になるので、かなり進めていくのではないかと思います。 
 
委員 
大学生は人を採用するのに苦労しています。逆に間口を拡大して経験させておいて、い

いのは自分のところで引き抜こうとしています。大学はここのところ、ごく最近よくなっ

ています。中学生は大変だと思います。 
 
委員 
地域で何かしてというのは、本当によくわかります。できたらいいなと思うのですが、

中学生を集めるのはすごく大変です。何をしたら子どもたちが興味をもつだろうと。きち

んと部活をやっている生徒もいますし、水泳や野球、サッカーなどのクラブチームに入っ

てやっている子もいますし、塾に一生懸命通っている子もいます。でも何もしない、どう

したらいいかわからない子がたぶんいますよね。その子たちが“たむろ”して非難をあび

たりしますので、そういう子どもたちが目を向けられる何かを作りたいなと思います。今、
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別のところで中学生の文化祭をやろうと思って、中学生に声をかけて実行委員たちおいで

ってやっているんですが、いま２、３０人が各校から来ています。それで１０月１４日に

見に来てください。学習センターでやりますので。中学生が主体になって実行委員会を作

って文化祭をやろうという企画がありますので。今、中学生を動かすということが、会議

をしても、「やりたい、やりたい」と言うものの、どうやってやるかまではいかないという

こともあります。やっぱり、中学生、高校生の居場所づくりは大事だなと思います。そこ

に地域がどう絡んでいけるか、それこそ高齢者から幅広く関われれば一番いいんだろうな

と思います。核家族化にもなっていますから、そういうところでおじいさん、おばあさん

の話を聞けたりする場があると、親じゃない人が教えてくれることもいいのかなと思いま

す。 
 
会長 
地域で中学生が塾とかクラブ活動をやっていない子どもたちを、もっと自立教育も含め

た楽しい場も含めて、集めて活動させるにはどうしたらいいだろうかということで、文化

祭の仕掛けをやったというお話だったんですけれど、中学生を集めるのがなかなか大変だ

というお話でした。地域で大人が入って活動する場を作って、中学生、小学生たちを一緒

に巻き込んでやれないかという意見があるのですが、いかがでしょうか。 
 
委員 
少し手前の話しの流れがわからないので申し訳ありません。対応しておかなければなら

ないことがございまして遅れました。話の手前になると思うんですけれど、中学生にとっ

て放っておくと、家庭があって、学校があって、地域は登校途中の通過点、通り過ぎるだ

けになってしまう傾向があります。学校が終わると家に帰ってもう１つの勉強をするとこ

ろへ行く。地域はどこかに出かけていくときに通過する場所だけれども、自分が生活して

いる空間だというようにあまり感じなくなっている。私どもの子どものときと比べるとそ

れは歴然としている。自分の家の周りに自分が遊ぶ場所としてとらえられる場所が少なく

なってきたということがあると思います。小学校のときから背景にあるわけですね。学校

としては将来中学生が卒業していくとその子どもたちが将来生きていく場所はこの地域の

中で生きていくわけですから、生活の存在根拠の場所になるようにしたいという気持ちは

もっています。ですからいろいろな学校の外の地域の活動になるべく参加するように呼び

かけたり。または浅間地区ですと地域のいろいろな健全育成のコンクールですとか催しに

参加するように学校の指導の中で取り上げたりということがあります。１日の生活時間を

みるとエネルギーの大きい子は部活動に参加していて、部活動は自発的で活動するもので

すから教員ものれる、熱が入ってしまうので、たくさんの時間をそこにあてる。そうする

と疲れて家に帰って他のことには手をだせない。そういう傾向がもう一つでてきます。部

活動に参加していない子どもが自分から進んでそういうふうに関わっていこうとするエネ
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ルギーが足りなくてしり込みする、そこまではできない。そういうことで実態としては地

域の中で活動する余裕を全体として子どもに与えていない結果になっている。どうすれば

うまくいくか。中学生を自発的に参加させて集めるのは難しいだろうなと思います。 
 
委員 
部活に参加している生徒と塾に行っている生徒、何もしていな生徒の比率としてはどれ

くらいですか。 
 
委員 
部活動にかかわりなく全校生徒の約６５％は塾、週に１回の人も２回の人も含めて通っ

ています。３年生になるともっと増えますけれども８割は超していません。１年２年でも

学校外で何らかの学習活動はしています。部活動は１年生の時には一旦は９割を超える生

徒がやり、２年生になると別のことを選んで 6割ぐらいでしょうか。半分は超えています。
何もしていない生徒がどれくらいなのかはわからない。 

 
会長 
校長先生も難しいということです。自発的に地域の活動に子どもたちを関わらせるのは

容易なことでないということです。 
 
委員 
浅間地区は青少対のボランティアとかやっていますよね。 
 
委員 
部活動の単位でやれるのはないかと探すと、何人かと連れ立って自発的にというのはあ

るんですね。呼びかける窓口、切り口によって反応は変わるんですけれど、一般的な呼び

かけで一人ずつ来るというのは少ないと思います。 
 
会長 
遊び場があればそこで地域の大人とも会いますけれどもね、そうでもなければ全く関係

ないというか。ただ小学校中学校も選択制になってしまうともっと地域がなくなってしま

うのではないでしょうか。 
 
委員 
小中選択についてはどうですか。 
 
指導室指導係長 
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学校教育プラン２１というのがございまして、そちらのほうで中学校の学校選択制につ

いて実施に向けて検討している段階です。調布市等で導入し、その成果を見ながら教育委

員会内で検討していきます。 
 
会長 
今の関連でも、他のことでも結構です。何かありましたらどうぞお願いします。 
 
委員 
ボランティア活動の取組みをどの学校でも勧めています。ボランティアは自発的な自分

の意志でいくところでなければならないから、自分で気持ちが動くまで待つのが正しいと

いう考え方もあろうかと思いますけど、小学生や中学生の子どもがそういう気持ちを持つ

ためには一度やってみるという経験が必要だと思うんです。１回目は強く誘われたり勧め

られたりしてやっているうちにそういうことのよさが感じられるようになって、その後で

自分の意志でやろうと考える、そういう筋道のような気がします。ですからいろいろな地

域の活動への参加も学校として勧めているんですけれども、学校として責任をもって勧め

て経験をさせるためには、教員が引率をしたり事前指導したりしなければならないという

問題があって、そこまではやりきれないなあという印象があるんですね。もっと地域のご

家庭の中で地域の活動に参加するということが子どもが力をつけていくためによいことだ

という意識が広がって、親御さんが背中を押してくださるような動き方がでてくるといい

と思います。 
 
委員 
親も自分の生活のみという人が多いです。仕事に行くだけで地域というところまでいか

ないのが事実です。だから余計に子どもも関わらない。 
 
会長 
これから団塊の世代とか６０代の世代ができるだけ子どもたちの楽しむことを吸い上げ

ながら子どもたちが寄ってくるようなプログラムをやっていく。この前のボランティア活

動のところで出てきましたけれど、多少補助金がでるプログラムがありましたね。 
 
委員 
あれは小さい子たちです。 

 
会長 
そうですか。社会福祉協議会がやっている事業もありましたね、ああいうのでお金をも

らいながらやっていくしかないのではないかと。３歳だけでなく小中学校の活動にも助成
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金を出してくださいと、ここで希望をだしておきましょうか。 
 
委員 
職業体験で中学生を保育所でも受け入れています。初めは気恥ずかしい思いをしている

ようで、どんなふうに小さい子に対応していいのか分からないのですが、少しずつ近づい

ていって最後はすごく楽しそうにしています。その体験が終わって数日して保育所の外を

通ったとき、フェンス越しに「こんにちは」と声をかけてくる子もいます。ある程度セッ

ティングされた場があれば子どもは最初はいやいやながらでも何度かやっていくうちに、

内容がわかったりよさがわかったりしていくんじゃないかなという気がしています。主人

も商店をしておりまして、そこでもお子さんをお預かりして職業体験をしたことがあって、

最初はずっと立っているだけで何していいんだかわからないという感じですが、「ちょっと

休めよ」とジュースを買ってあげたり、そういうお店の人とふれあい、終わった後にお礼

に来るとか、礼儀みたいなことも学校で指導してくださって、授業の中での職業体験はい

い経験だと思うので、幅を広げていってもらいたいと思います。経験を積まれた方々のお

話を聞く場も、多くあればよいと思います。うちの子どもも、おじいちゃんの話だと聞く

けど親の話だとなかなか聞かないところがあります。経験を積まれた方の普段耳にしない

お話の仕方とか内容を聞ける機会をセッティングして頂ければと思います。 
 
会長 
学校ではいろいろな経験をもたれた方のお話を聞く機会というのはあるのでしょうか。 
 
委員 
たくさんの時間はあてられないのですが、以前に比べて地域の方から直接お話しをお聞

きして勉強する機会とか、いろいろな体験をもとに学習する機会は増やしています。 
 
会長 
学校だけではやはり限界があるので、地域で仕掛けがあればということです。 
 
委員 
小学校も農業をやったりだとかお店をやったりだとか体験をしています。地域のおじい

さんおばあさん、おじさんおばさんを呼んでというような授業も総合的な学習の中で依然

としてやっています。学校の中は限られていますので地域でできると本当にいいです。 
 
委員 
場所の問題ですが、府中市で公会堂が現在８０か所あります。場所として提供できます。

前回も議論しましたが児童館でだれがどんな活用の仕方を現実にしてるのか、そういうこ
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とを行政として１度整理してとらえておく必要があるのではないか。曜日ごとにここで活

動しますよとか、そこに地域の経験者の募集をかけて何か話しあいの場をもつとか、子ど

もと大人のスキンシップがだんだんでてくると悩み事があっても大人たちに相談する場が

ない、親や友達に話しができないことがそういった場を通して信頼できる尊敬できる年寄

りと出会うことで、問題解決につながるかもしれない。場所としてはとりあえず考えられ

るのが２か所あるんです。実はですねパトロールに子どもたちが参加しているチームは非

常に少ない。自治会として８０のパトロールを実施していますが、子どもが参加している

のは１０あるかどうかです。呼びかけてもこない。私のところも毎月パトロールをやって

いまして声をかけましたら、小学生が３人来ました。中学生はでてきませんね。忙しいこ

とは分かりますが親が背中を押さないと、先ほどのボランティアではありませんが自発的

に動くということはしないかもしれませんね。 
 
会長 
クラブを通せば動いてくれるというのがあるようですが、女子のボランティアグループ

みたいに少し格好いい制服だとか仕掛けを工夫しないと難しいですね。 
これからは地域でできることを地域でやっていかないと、それを行政として少し後押し

していただく。商工会議所としてはいかがですか。 
 
委員 
３６ページの６７、６８が商工会議所を通して子育て支援サービスなどの紹介をされた

というお話があったのですが、先般行われました商工会議所の中の事業計画の発表の中で

こういう話しが出てこなかったので、どのように取り扱ったか聞いていきたいと思います。 
 
会長 
せっかくですから使っていただきたいと思います。よろしくお願いします。働いている

お父さんに子育てにかかわってもらうためにはワークライフバランスといって仕事と労働

のバランスをとっていくということが大切です。国もいろいろと取組んでいます。難しい

ところですが。 
 
委員 
私も勉強させていただきたいです。 
 
委員 
学童のことですが、障害児に関することで、「入所を希望するすべての児童の受入れを行

いました」とありますが、障害児の受入れ枠が広がったのは良かったですが、実際の問題

として学年が上がるにしたがって障害をもつお子さんは他に移ってほしいと言われ移らな
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ければならないことです。障害児が学童に行くには誰かが送っていかなければなりません。

遠くの学童にいく親は送ることができないので、私たちに依頼がきます。実際に障害のあ

る子たちとしては環境の変化に対して慣れるのが難しい中で、他に移るのが嫌でやめる子

もいるのではないでしょうか。実際、６年生から行っていないというのも聞いたことがあ

ります。ここに「すべての児童の受入れを行いました」と書いてありますが実際のことと

ちょっと差があるのかと思います。障害の子が移らざるをえない状況に対して今後どう考

えていらっしゃるのかと思います。 
 
会長 
前にもご指摘がありました。 
 
子育て支援課推進係長 
障害児の受入れにつきましては、その場でお母さんとお話をして通える、通えないの中

で最終的に通い続ける事が変わることで難しいということで辞退する人がいることを聞い

ていますが、担当課長でないと細かいことはわかりません。 
 
会長 
障害のあるお子さんが学年があがると例えば４年生になったときは元のところにいられ

ない、他のところに移らなければいけないいということです。 
 
委員 
新しい子が入ってくると数が多くなるので大きい子は他の空いているところにいってく

ださいとなる。 
 
会長 
制度的な問題ですね。 
 
委員 
人的配置も問題なのでしょうか。障害をお持ちのお子さんの数は調べれば分かると思い

ますが、障害のある子は調べれば増えているんじゃないかと思います。 
 
会長 
障害をもっても普通の小学校に通われて、かつてはお母さんがみておられたのがお母さ

んも働くようになってということでしょうか。 
 
委員 
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いろいろなケースがあると思います。小学校の敷地内に学童があっても敷地外に学童が

あってもどの子もいったん外にでなければなりません。障害児が外にでるには誰かが連れ

て行かなければなりません。 
 
委員 
私もＮＰＯ法人の活動で世話をしています。障害のある子の世話をしており学年があが

ると他に移ります。Aの学校に行ってそこの学童に行っていたお子さんが今度学童が変わ
ったときに車を使えないお子さんは私どもの団体でお受けしたりしています。私たちは

NPO 法人ですが、交通の問題があって車を使えない状態になりましたので、そのお子さ
んなんかもお預かりができなくなりました。要は障害が一人ひとり違うので、すべてとは

言いませんがなかなか新しい環境に慣れません。なぜ移さなければならないのかずっとこ

の１０年考えながらやってきました。でも現実の制度がそうだからということで私どもも

協力してきました。制度として数字に現れると、府中市は色々制度があるんですけど、実

際に使う場合になったときに大変使いにくいという、で、親からクレームはいかないと思

うんですね。大変なお子さんを預かってもらっていると親は思っていますので。やむを得

ずお願いしますということで、ご協力しています。数字に表れていろいろ網羅されていて

も実際面では使いにくいということは保育に限らず介護もやっておりますので介護のほう

でもあります。そういうことを魂がある制度にするように私達企画する側は考えたいなと

思っております。 
 
会長 
障害児のお子さんの場合ですと何人分かの人をつけさえすれば移らなくて済むのでしょ

うか。 
 
委員 
制度として説明をされたほうがいいです。障害がなくても学童に行くにはいったん外に

出て行きますから、その間、交通安全に立っている人が目配りしていますが、していなけ

れば私たちが送迎します。私のところは１時間１２６０円いただくのですが、裏の学童に

行くためのたった１０分のために親は１２６０円払います。 
 
 
会長 
外に出ないで学校の中を通っていいというのはだめなのですか。 
 
委員 
１校しか知りませんが、管轄が違うからだと思います。 
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会長 
それはおかしいですね。 
 
委員 
市内のある小学校は学童が敷地内にあってもいったん外に出てから入ります。また、他

の小学校では正面玄関があって一番左の隅の路地のほうに入り口がありますけど、敷地内

にあるけれどもいったん子どもは外に出て学童に行くことになります。実態が本当なのか。

先生に言われているから認識違いをしているのかもしれないですけど、行政としては、せ

っかくできている学童を有効に使えるように配慮することがほんとうの政策ではないかな

と思います。 
 
会長 
その辺は行政は把握されているのですか。外に出なくてはならないと決まっているので

すか。 
 
子育て支援課長 
課長が欠席なのでわかりませんが、学校教育と学童とは縦割行政ではないですけれども、

その辺のところで今言ったお話しが場合によってはありえるのかなと。 
 
会長 
ただあまりにもおかしな話で、管轄が違うからということで、学校の中を通れば危ない

ことはないのにそれをわざわざ危ない目にあわせているというのはいかにもおかしなこと

ではありませんか。 
 
委員 
小学校の責任問題とか。 
 
委員 
今、小学校で地域懇談会をやりなさいということで府中市も始めましたけど、今から４

年前ですかね、もともと池田小学校で事件が起きたのが６年前ですが、ある小学校に地域

で懇談会をしようということになっても学校は OKしないんです。なぜかというと学校の
敷地内は私どもの責任である、学校の敷地から出たところでは責任を負えませんと。従っ

て子どもたちがやってきて学校の門から入ると私たちの責任、子どもたちが学校から帰っ

て敷地から離れたところまでは責任をもてません、こう言うわけです。なかなか地域懇談

会をやることについて OK がとれなかったんですよ。私は、校長と PTA 会長に声をかけ
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まして、地域の自治会長と一緒になって、1 回話し合いませんかということで、地域で子
どものために防犯用の笛を寄贈し、パトロールのステッカーを２００枚寄贈しました。そ

ういう流れの中で考えが変わってスタートしました。今の学童クラブですけれど学童クラ

ブの防犯についてはボランティアも非常に心配しています。学童クラブが２２校あってこ

この防犯に小学校が関わっているところは１校もありません。ただ授業が終わって学童ク

ラブに行くときに引率して連れて行ってあげる先生が何校かあります。だけれどもほとん

どの学校は一切ノータッチです。まして学童クラブから子どもたちが自宅に帰るときは小

学校はまったくノータッチです。ここについて防犯関係どうするか課題として取り上げて

います。 
 
会長 
同じ敷地内でわざわざ回って子どもたちを危ない目にあわせているというのがおかしい。 
 
子育て支援課長 
学校から出れば学校の責任は終わったということになります。 
 
会長 
これから学童クラブと放課後子どもクラブが一緒になるんですよね。そうしたら今回の

このようなことはなくなるはずと期待したいですね。 
 
委員 
今、市内のいくつかの小学校でやっている放課後クラブの中でも、見守りは誰がするの

かということが問題になっています。親は預かってもらっているのだから迎えに行きなさ

いよと、私なんかは思ってしまうんですが、そういう親ばかりではありません。ちゃんと

帰るまで誰かが見守るんだという、PTAがやるのか、自治会がやるのか、実行委員はいろ
んな団体が作っているんですが。 

 
会長 
地域で実行委員会を作っているのですか。 
 
委員 
放課後子どもクラブに関しましては実行委員ができています。 
 
委員 
ある小学校では一部の民生委員が学童クラブからの帰宅時に、１グループのお子さんを

自宅近くまで夜道の送迎奉仕をしていました。また、以前、養護学校の送迎バスを降りて
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から学童クラブまで１５歩歩いてかかるというときに、その１５歩を介助する人がいない

という事例があって、市にもずいぶんお願いに行きましたが、学童クラブの指導員の方は、

その養護学校のバスが来てもその１５歩の介添えのために施設を空けたままにして迎えに

出られないということで、社協のボランティアを探したりして、困った事例がありました。 
 
委員 
府中市は、他市に先駆けて比較的いろいろな施策が進んでいるんですよ。だけれども横

の連携がなく縦割りが強いですから、もっと制度をいかせる工夫が必要です。私が中学生

の子を育てたのは何十年も前ですが、役員と先生が仲良くしていると子どもも仲良くして

いて、学力も他のクラスに比べて違ってくるんですね。そういうことが社会の変化で崩れ

ています。時間をかけてでもそういうことを取り戻す。学校は学校で親御さんのこれまで

の保護者会としてではなく、何か工夫をする中で、お母さんと教師が仲良くすることで子

どもは変わってくるので、そういうことの制度をいかしながらやるためには、私もこうい

うのを提示されると、こんなこともやっていたんだと明確に知りますが、コーディネータ

ーみたいなのが行政の責任なんだろうと思うんですね。コーディネーターはどういう形に

なるかわかりませんが、生かされるようにつなげていくという、縦割りの意識を行政も市

民も意識の変革をしていかない限り、この難しい時代に子どもを健全に育てられないとい

うのが実感です。ＮＰＯ法人の仕事を通して私たち行政の方とよくお話をするのですが、

制度をゆるやかにできないとか、制度ですからというんですね。それでも行政の担当と話

ながら今度新しく家庭へのヘルパー派遣を一緒にやらせていただいているんですが、そう

いうとこに連絡会議でつくっている現場の声を生かして制度が少しずつよくなるというの

が実感としてあるのでやり続けるしかないと思います。もう少し縦割り意識をかえて制度

を生かしていただかないと、現場でどんなに頑張っても働くお母さんで母子家庭の方でた

った十何分のために毎月１２６０円で２万いくら集金にいく辛さときたら現場の者でない

とわからないです。制度を使いやすくするコーディネートを行政がもう少し意識すること

と、縦割りの弊害を何とかなくせるようにしていただくことが、この今からやっていこう

というものを魂のあるものにしていくんじゃないかなと思います。 
 
会長 
行動計画を作っていくときにどこまで運営に関わるか、入れ込むのはむずかしいところ

ですが、せっかく制度を作るのなら効果的に無駄なく使えるようにする必要があります。 
 
委員 
バスのところまで迎えにいったときに、指導員が少ない人数になるために、起こってし

まう事故の事を考えるんですね。現代社会ではすぐ責任ということになりますから。そう

いう側面もあるとは思います。お迎えのための１５歩を何とかならないかとなりますが、
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そこで事故が起きたときの責任問題となりますと難しいことです。 
 
会長 
リスクマネジメントですか、制度的にだめな部分というのはあると思うのですが、同じ

敷地内でわざわざ危ない目にあわせていることというのがどうも解せない。そのあたりの

ことは今日担当課の方がいらっしゃらないようなので今日ちょっと疑問を呈すということ

でこれはそれくらいにさせていただきます。他のところにありますか。もうすでに議題の

３の後期行動計画策定に向けた意見交換に入っていると思いますのでご自由にご意見いた

だきたいと思います。 
 
委員 
学童クラブで行われていることはちょっとわからないのですが、実は学童クラブにいる

お子さんの中で、ご家庭で問題行動を起こしてしまったお子さんがいたというお話しを伺

ったときに、朝から学校に行ってさらに親御さんの都合で学童クラブに行っているわけで、

親御さんとのかかわりというか、親に見てもらいたいという思いでそういう行動をとった

のかなと思いました。ここに健全育成と掲げられていますが、昨年、地域の老人クラブと

して、小学校に子ども達と行って、昔の遊びで楽しむことがありました。子ども達の目が

輝いていました。心の育つようなかかわり方というのでしょうか、一つの案ですが地域の

老人クラブとの関わりなど、親御さんが愛情をかける時間が１日の中で少ないので、そう

いう中で育っていくのかなと思いました。 
 
会長 
ぜひその辺を具体的にお考えいただいて、また市の担当課のところでご相談いただけれ

ば、新しい住民参加となり、よいと思います。学校側のお立場から何かございますか。 
 
委員 
中学生になると自分で危機回避できます。そして一応認められる人になり、集団登校で

すかとそういうことはしていないですね。でも、途中寄り道したり、いろいろ他からみる

と健全育成上の問題に見えるようなこともないわけじゃない。小学生はまだその力がない

から見守りが必要だという区切り方がされていると思うんですけれど、小学生もある程度

自分の責任の下で段階的に力をつけていくというプログラムは、地域の力としては必要な

んじゃないかと思うんですね。事故があればそのときに子どもを管理監督していたのはど

こなのかということを、ここまではと区切っていかないと対応できないというような状況

だから問題が発生するという印象を持っています。その辺の見分け方、だからどうするか。

中学生は一応は自分でできるという認定のもとに放り出されて、多少心配な事があっても

地域の大人から声をかけてもらえないという状態になるんですね。早く帰らなきゃダメじ
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ゃないかと声をかけると反撃されるようで怖いと。その辺は一編に中学生だからというの

ではなく地域の指導で安全確保する。なだらかな扱いの変化が地域全体でなりたたないも

のか。子どもは地域の子です。 
 
会長 
そういう感覚はだんだん失われていると思うんですが、地域の方たちにもですね。そう

いうのはどこでどう、やはり PTAを通してやっていくことなんですか。いろいろな団体で
やっていくしかないのでしょうか。 

 
委員 
簡単なことで、挨拶が有効な手立てです。挨拶が普通の生活習慣で行われていることな

ので、知っている人にしか挨拶しない。子どもたちは学校では先生には挨拶してもお客さ

んには挨拶しない。通りで会う人に挨拶しないとか。挨拶を通して誰もが関わっていると

いう気持ちになっていないですね。そういう地域や世の中の仕組みが背景にある。 
 
会長 
知らない人から声をかけらたら逃げなさいということもあるので。 
 
委員 
大人が中学生に声をかけても反発されます。責任云々の話がありましたが、何かあった

ときに親がすぐに学校の責任にしたり、先生方も訴訟を起こされる時代になってしまって

保険に入るような。親の意識がどこからどう変わったかというのは昨日も総合計画の中の

福祉協議会でもニートやフリーター、引きこもり、閉じこもりをどうしたらいいか、どこ

が計画してという話にもなったんですよ。その中でやはり市民意識の問題というか、親の

モラルは計画に入れるまではないでしょうけれど、要はコミュニケーションですよねとい

うことが、さっきもコーディネーターが必要なんだよねというのが、すごく感じてしまう

んですね。府中市って青少対あり、自治会あり、Ｐ連ありで、それぞれはやっていること

はすばらしいけれど連携がとれていないよねと実感しているところです。PTAも地域とい
う感覚がないんですよね PTAの中に。だから地域の活動、清掃とかいっても私たち地域よ、
と。PTAのあなたたちが地域の人でしょという、地域の中で見守りしてくださいっていう
とじゃあ自治会にお願いしましょうか、老人会にお願いしましょうかと。それおかしいよ

ねと。自分の子どもなんだから自分でみるのが当たり前だし、あなたが一番の地域の人で

しょという、それをわかっていない親がいっぱいいるんですよね。府中はそれでも地域差

がすごくあって日新とか四谷、押立のほうと、新町とか栄町のほうと全然地域の違いを感

じていますし、白糸台のほうなんかでは、自治会とか老人会の人たちがパトロールしてく

れるとか。なすりあいというかおかしいよねと。総合計画の中で、コミュニケーションと
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かコーディネーションがすごく必要かなという、何をどうしてよいかわからないんですけ

れど、それぞれはよくやっているんだけどという。 
 
委員 
私の地域では、以前から青少対と民生委員と学校と PTAとが一緒に活動しています。そ
れから毎年、今年は７月１９日ですけれど PTAと青少対と民生委員と学校の先生が学校で、
夜話し合いをします。 

 
委員 
そういう地区もたくさんあります。PTAと青少対のパトロールはよく聞きます。 
 
委員 
学校の先生もたくさん参加します。 
 
委員 
集合体の大きいなことを府中市としてやらないといけない。こっちの地域でできて、こ

っちの地域でできていないというのはおかしな話であって、やはりそこのコンビネーショ

ンが必要です。 
 
会長 
そういうことをやりましょうという行政も縦割り、地域福祉ですかそういうことをやっ

ていただくには。 
 
委員 
私の地区は、だいぶ前から青少対、学校、民生委員が連携をとって、自発的にやってき

ました。パトロールなども一緒に参加しています。 
 
会長 
積極的に自発的にやれる地域もあるけれどそうでない地域もあるのでもっとそこを連鎖

的にやってというか一言いってほしいとういか。 
 
委員 
これだけの人たちが集まっているのに、この計画で何ができるのだろうというのがあり

あます。 
 
委員 
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どこまで民生児童委員を信頼してくださって、どこまで会議するかっていう、青少対の

方々も同じだと思うんですね。 
 
委員 
学区が一番地域性がはっきりしています。自治会とか青少対はちょっと区分けが違って

きてしまうので、学校の区域分けが一番意識分けができています。そういう連携がとれる

ような組織づくりというか、必要になってきます。 
 
委員 
民生委員は現在１７１名いますが、どの組織でも行うのは人です。その人がどう関われ

るかだと思います。 
 
会長 
難しいところですね。次回も後期行動計画の意見交換でお願いします。 
 
委員 
２６ページの４８番けやき教室ですが、今まで中学だけだったけれども効果があるから

小学校にもということでしょうか。ある一定期間けやき教室に通ってスライドして戻るの

か実態を聞かせていただきたいと思います。 
 
指導室指導係長 
けやき教室につきましては、平成１８年度は男子９名、女子８名の計１７名を１年間預

かりました。常にけやき教室でお預かりするというではなく、テストや進路指導について

は学校で受けてほしいということで、別室登校になったりですとか、形はいろいろあるの

ですが、できるだけ学校とのかかわりをもち、タイミングを見ながら学校に戻れるような

努力はしています。けやき教室のある施設が教育センターというところですので、心理士

やカウンセリングを通して、学校に徐々に戻れるような指導をしています。心的な問題で、

学校になかなか戻れないというお子さんもいらっしゃいますので、無理に帰すのでなく行

ける範囲で戻っていくという事と、けやき教室にいる間につきましても担任、保護者、担

当が連携をとって、子どもの状況を把握しています。けやき教室にいても周知されるよう

になり、毎年お子さんたちの人数が増えている現状です。学校にいけなくてもけやき教室

なら通える子がいまして、小学生は受入れが進んでいませんが、これから受入れについて

整備を進めているところです。小学生は実際何名という受入れはありません。 
 
会長 
他にありますか。それでは今日はかなり議論できたかと思います。 
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その他についてお願いします。 
 
議題４ その他 

 
子育て支援課推進係長 
次回は７月２３日、同じ会場で２時からです。福祉計画があるのですがその中に児童福

祉がからんできますので後期行動計画の策定に向けて福祉計画のご説明とこちらの行動計

画の関係をご説明させていただきながら、今回改定していく後期行動計画について皆様か

らご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
 
会長 
資料が送付されるのですか。 
 
子育て支援課推進係長 
次回まで１０日程度しかなく、福祉計画の全体協議会が昨日終わったばかりですので、

当日の資料説明となります。よろしくお願いします。 
 
会長 
これで第２回府中市次世代育成支援行動計画推進協議会を終了します。ご協力ありがと

うございました。 
 

以上 


